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企画名 医療・介護従事者ためのアンガーマネジメント入門セルフケアやコミュニケーション向上

にチャレンジしよう！ 

日時 2016 年 6 月 10 日（金） 13:30～15:00 

会場 第 8 会場 （台東区民会館 8 階 第 2 会議室 ） 

企画責任者 坂口眞弓 （認定薬剤師部会） 

定員 72 名 

開催の目的・概要 

【開催の目的】 

本ワークショップでは、『イライラ』や『怒りの感情』と向き合い、上手にコントロールするテクニック

をセルフケアやコミュニケーション向上につなげるファーストステップとしてアメリカから導入された

心理トレーニングである『アンガーマネジメント』の入門編を学ぶことを目的とする。 

 

【概要】 

平成 26 年版厚生労働白書によると、「国民のおよそ 7 割が何らかのストレスを感じながら生活している」

とされている。ストレスは「うつ病」などの疾患をひきおこす原因であり、その発症や憎悪に影響を与

えることもある。 

少子高齢化社会において、医療・介護従事者は日常業務に加え、在宅医療や健康啓発など多様化する医

療・介護ニーズに応えるために、さまざまなストレスにさらされている。 

ストレスや怒りの感情が強ければ、生活や仕事、人間関係に影響をおよぼすケースもある。 

日常生活や日常業務を通して感じる『イライラ』や『怒りの感情』は、ひとの感情である『4 つの感情：

喜怒哀楽』のうちとりわけ取り扱いが難しく、集中力を低下させミスに繋がるばかりか、自責行動をと

ったり、他者に対して望ましくない行動や言動をとってしまい、その結果のコミュニケーションに支障

をきたすこともある。 

しかし、『怒りの感情』と上手につきあうことができれば、『イライラした感情』から開放され、集中力

を高めることでパフォーマンス性を高めたり、モチベーションを高めるなど良い結果につなげることも

できる。 

本ワークショップは、アメリカから導入された心理トレーニングである『アンガーマネジメント』を通

して、グループワークやディスカッション、シェアをし、自身の『怒りの感情』を上手にコントロール

することにより、セルフケアを行い、自分にとって大切な存在である家族やともに働くスタッフとのコ

ミュニケーション向上、患者満足度の向上をはかることを体験する。 


